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高知県建設業協会　技術アドバイザー　宮田 隆弘
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第 17 話　幼い日の感動

第５章　近代化へ基盤整備（近代・戦前） ④

甫喜ヶ峰（香美市）甫喜ヶ峰（香美市）
1978（昭和 53）年に行われた全国植樹祭の会場となった県
有林を整備した公園。ハイキングやバードウォッチングなど、
四季の自然観察に最適です。標高370メートルから610メー
トルの山間に広がり、北には四国山地の山々、南には高知平
野から太平洋と眺望も素晴らしい。また園内にある２基の風
力発電の風車が音を立てて回転する姿は迫力満点です。

　( 写真提供：高知県 )

竹内明太郎　1860 ～ 1928
　～大手建機製作会社を創業～
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今年から２機に増えたミニパワーショベルの重機操作体験や測量ゲーム

ゾーン､ 高所作業車試乗など盛りだくさん！

また､ 体験コーナーに参加していただいた方には､ まもるくんグッズを

プレゼントいたします｡

(※グッズは数に限りがありますので､ お早めにお越しください｡)
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高知の東西､ 熱々グルメが集合！

安芸市 ｢ちりめん丼｣ ・香南市 ｢にら塩焼きそば｣ ・ ｢きじラーメン｣ などが出店いたします！

どれも魅力的で選ぶだけでも楽しい！是非､ 地元の味をご賞味ください！！
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高知三菱自動車さんの出展にて､ 今､ ＣＭで話題の新型アウトランダーＰＨＥＶ

が登場！なんと､ ステージへの電気供給のデモンストレーションを行います！

正弦波での最大出力は1500Ｗ｡ これでアウトドアはもちろん､ 非常時にも活躍

できること間違いなしです｡ 是非､ ご覧ください！
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昨年も行いました､ ウルトラヒーローゲーム大会を今年も開催｡ 今回は､ ウルトラマンメビウスが登場します！

スペシャルミュージックライブでは､ 徳島県出身の女性歌手､ 17歳の上野優華さんが会場を盛り上げます｡

落ち着きのある声で歌う上野優華さんを生で見るチャンス！是非､ お越しください｡

●轟組建友会

●高知工業高校定時制生徒会

●高知高専

●高知県 土木部 防災砂防課

●高知県 土木部 住宅課

●アクアデザインシステム㈱

●求人求職ブース

上野 優華
(うえの ゆうか)

ミタニ建設工業㈱
マスコットキャラクター

������も会場に登場！

2012年､ ｢KING RECORDS Presents Dream Vocal Audition｣ において､ １万人を超える応募者の中を
勝ち抜き､ ファイナリスト最年少で見事グランプリ 『Dream Vocalist loved by ヤングマガジン賞』
を獲得し､ キングレコードからメジャーデビューの切符を掴んだ｡
2013年７月24日にシングル ｢君といた空｣ でデビュー｡
2014年３月28日､ 徳島ヴォルティスの専属チアリーディング部 ｢BLUE SPIRIT｣ に入部することが決
定し､ ４月６日に ｢BLUE SPIRIT｣ の一員としてデビューした｡
【代表曲】
Winter Kiss (TBS系 『スーパーサッカー』 2013年12月度・2014年１月度オープニングテーマ)
大切なあなた (フジテレビ系 『ほっとけない魔女たち』 エンディングテーマ)
幸せの帰り路 (テレビアニメ 『ワカコ酒』 主題歌)

●㈱フロムハート

●㈱アミノエース

●川田テクノシステム㈱

●㈱フロムハート

●建設業協会 女性部

●建設業協会 青年部
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８月９日に中央公園にて開催された ｢よさこい祭り前夜祭｣ に参加しま

した｡
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８月22､ 23日に高知ぢばさんセンターにて開催された ｢KOCHI防災危機管理展2015｣ に参加しました｡

｢KOCHI防災危機管理展｣ は､ わくわくスタンプラリー､ 最新の防災用品や消防用品の展示､ 昭和に起きた南海

地震写真パネル展示等､ イザ！という時に役立つ情報を楽しみながら身につけられるイベントで､ 今年は２日間述べ

約6400名が来場しました｡
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９月12､ 13日に須崎市桐間多目的公園にて開催された ｢第２回ご当地キャラまつりin須崎｣ に参加いたしました｡

100体を超えるゆるキャラが参加したこともあり､ ２日間で約６.５万人のお客様が来場していました｡ 会場では､

｢ランドセル背負ってる！｣ や ｢小学校１年生なの！？｣ とお客さまにいろいろなお言葉をいただきました｡

また､ 当日は当協会青年部の方々の多大なご協力により無事イベントを終えることができました｡ 青年部のみな

さま本当にありがとうございます｡

��23�456�789:�;<�
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９月18日に永井病院にてオアシス・イラボレーション様の主催で開催された ｢子供たちと重機のふれあい体験｣

に参加いたしました｡

針木保育園､ 港孕保育園､ 春野中央保育園､ 丑之助学園の子供たち約200名に参加していただきました｡ モンス

ターに見立てた大きな重機に子供たちは大興奮で､ とても貴重な体験となったようです｡
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三
十
四
銀
行
か
ら
１
３
５
万
円
を
借
り
入
れ
た
野
村

は
、｢

１
年
以
内
に
完
工
せ
よ｣

と
指
令
し
、
１
９
２
９

(

昭
和
４)

年
４
月
、
第
１
手
結
山
ト
ン
ネ
ル
西
口
で
起

工
式
を
挙
行
し
た
。

延
長
14
・
１
㎞
、
手
結
第
１
、
第
２
ト
ン
ネ
ル
掘
削

も
あ
る
。
そ
の
う
え
１
９
２
０

(

大
正
９)

年
、
鉄
道

省
か
ら
施
工
認
可
を
受
け
、
10
年
も
放
置
さ
れ
て
い
た

た
め
、
測
量
杭
な
ど
は
す
で
に
腐
朽
し
て
、
そ
の
計
画

路
線
を
探
す
こ
と
す
ら
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
全
線
に
わ
た
っ
て
設
計
を
変
更
、
改
め
て
鉄
道
省

の
認
可
を
受
け
直
し
、
用
地
買
収
を
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。通

常
な
ら
２
年
は
か
か
る
。
そ
れ
を
半
分
に
短
縮
す

る
と
あ
っ
て
、
支
配
人
野
老
山
斉
、
秘
書
大
野
武
夫
、

技
師
長
桜
井
富
雄
ら
が
全
力
を
挙
げ
て
、
施
工
に
取
り

組
ん
だ
。
安
芸
ま
で
を
３
区
に
分
け
、
当
初
は
、
作
業

員
７
０
０
名
を
投
入
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
予
定

通
り
に
完
工
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
み
て
、
沿
線
建
設

業
者
の
協
力
を
求
め
て
作
業
員
を
確
保
し
、
さ
ら
に
社

員
も
勤
務
の
か
た
わ
ら
工
事
に
参
加
、
突
貫
工
事
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
指
令
通
り
翌
１
９
３
０

(

昭
和
５)

年
３
月
、
完
工
、
４
月
１
日
開
通
式
を
迎
え
た
。
１
期

線
開
通
後
、
６
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

ト
ン
ネ
ル
延
長
２
６
２
ｍ
、
橋
梁
延
長
２
４
３
ｍ
、

駅
舎
な
ど
建
物
の
広
さ
は
計
１
９
６
４
㎡
、
工
事
に
関

係
し
た
総
用
地
は
16
・
５
ha
で
あ
っ
た
。
２
期
工
事
の

完
成
に
よ
り
国
鉄
後
免
駅
〜
安
芸
間
の
総
延
長
は
26
・

８
㎞
と
な
っ
た
。

ま
た
、
沿
線
住
民
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
た
国
鉄

線
乗
り
入
れ
も
、
安
芸
線
全
通
と
と
も
に
実
現
、
１
日

７
往
復
は
、
安
芸
駅
か
ら
高
知
駅
ま
で
乗
り
換
え
な
し

と
な
り
、
利
用
客
に
多
大
の
利
便
を
も
た
ら
し
た
。
同

時
に
逓
信
省
と
の
交
渉
で
高
知
〜
安
芸
間
の
郵
便
輸
送

も
実
現
し
た
。

高
知
鉄
道
は
秋
か
ら
さ
ら
に
東
に
延
び
て
室
戸
に
至

る
第
３
期
工
事
を
計
画
し
た
が
、
日
華
事
変
に
続
く
太

平
洋
戦
争
の
た
め
に
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

な
お
、
同
社
は
、
１
９
４
１
年
、
太
平
洋
戦
争
下
の

政
府
に
よ
る
企
業
統
合
で
、
土
佐
電
気
か
ら
軌
道
事
業

の
譲
渡
を
う
け
、
土
佐
バ
ス
株
式
会
社
を
合
併
、
７
月
、

土
佐
交
通
株
式
会
社
と
改
称
し
た
。
さ
ら
に
、
敗
戦
後

の
45
年
10
月
、
南
海
鍛
圧
機
と
合
併
、
同
社
の
旧
社
名
・

土
佐
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
そ
の
経
過
は
、

前
述
の
通
り
で
あ
る
。
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土
佐
鉄
道
協
会
の
官
線
建
設
運
動
は
、
日
清
戦
争
の

勃
発
で
中
絶
、
そ
の
後
の
運
動
も
実
を
結
ば
ず
大
正
時

代
を
迎
え
た
。
そ
の
間
、
鉄
道
の
輸
送
機
関
と
し
て
の

有
用
性
は
、
極
め
て
明
確
と
な
り
、
政
府
は
鉄
道
網
整

備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
県
に
お

け
る
鉄
道
建
設
熱
も
一
段
と
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

土
佐
鉄
道
協
会
は
、
１
９
１
４

(

大
正
３)

年
４
月
、

臨
時
総
会
を
開
き
、｢

官
線
四
国
鉄
道
期
成
同
盟
会｣

に

組
織
替
え
し
、
よ
り
強
力
な
推
進
体
制
を
整
え
、
積
極

的
に
政
府
に
働
き
か
け
た
。

こ
の
運
動
が
功
を
奏
し
、
山
本
権
兵
衛
・
政
友
会
内

閣
は
、
第
31
議
会
に
お
い
て
四
国
鉄
道
案
を
採
択
し
、

予
定
路
線
の
実
測
着
手
が
決
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
内

閣
は
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
に
よ
っ
て
倒
れ
、
代
わ
っ
て

大
隈
重
信
を
首
相
と
す
る
同
志
会
内
閣
が
発
足
し
た
。

政
友
会
内
閣
の
鉄
道
政
策
が
見
直
さ
れ
る
中
で
、
土
讃

線
実
測
も
見
送
ら
れ
た
。
宿
願
達
成
か
と
喜
ん
で
い
た

県
民
の
落
胆
は
大
き
か
っ
た
。
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こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
新
鉄
道
院
総
裁
は
高
知
県
出
身

の
仙
石
貢
で
あ
っ
た
。｢

土
佐
人
で
あ
り
な
が
ら
無
情
な

仕
打
ち｣

と
恨
み
、
非
難
す
る
声
も
高
ま
っ
た
。
し
か

し
、
政
権
交
代
時
に
お
け
る
一
時
的
な
措
置
だ
っ
た
と

み
ら
れ
、
政
府
は
１
９
１
６

(

大
正
５)

年
３
月
、
法

律
第
25
号
で

｢

四
国
予
定
線
ノ
内
高
知
県
下
山
田
ヨ
リ

高
知
ヲ
経
テ
須
崎
ニ
至
ル
鉄
道｣

を
建
設
第
１
期
線
に

追
加
。
18
年
４
月
、
同
線
は
、
７
工
区
に
分
け
ら
れ
、

第
２
工
区
の
吾
桑
〜
斗
賀
野
間
で
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。

次
い
で
、
19
年
３
月
、
法
律
第
20
号
に
よ
り
琴
平
〜
土

佐
山
田
間
も
建
設
第
１
期
線
に
追
加
し
た
後
、
土
佐
岩

原
を
境
に
土
讃
北
線
、
土
讃
南
線
に
分
割
、
北
線
は
、

20
年
３
月
、
第
１
工
区
琴
平
〜
塩
入
間
が
着
工
さ
れ
、

高
知
線
、
北
線
の
工
事
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。
南

線
は
、
ぐ
っ
と
遅
れ
、
26
年
２
月
、
第
１
工
区
の
土
佐

山
田
〜
平
山
間
か
ら
着
工
さ
れ
た
。
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工
事
は
、
１
９
２
５
年
３
月
高
知
線
が
第
７
工
区
の

高
知
〜
山
田
間
を
最
後
に
完
工
、
次
い
で
着
工
の
遅
か
っ

た
南
線
が
、
34

(

昭
和
９)

年
11
月
、
第
７
工
区
の
豊

永
〜
土
佐
岩
原
間
を
最
後
に
、
北
線
よ
り
一
足
早
く
完

工
し
た
。
一
方
、
北
線
は
第
13
工
区
の
西
宇
〜
赤
野
間
、

第
14
工
区
の
赤
野
〜
土
佐
岩
原
間
が
翌
35
年
３
月
、
同

時
に
完
工
、
こ
こ
に
お
い
て
琴
平
〜
須
崎
間
全
線
が
完

工
、
同
年
11
月
、
土
讃
本
線
・
多
度
津
〜
須
崎
間

１
６
８
・
７
㎞

(

現
里
程)

が
全
線
開
通
し
た
。
な
お

多
度
津
〜
琴
平
、
佃
〜
池
田
間
は
既
設
線
で
あ
っ
た
。

吾
桑
〜
斗
賀
野
間
で
、
建
設
の
槌
音
が
上
が
っ
て
か
ら

16
年
４
カ
月
後
の
35
年
11
月
、
本
県
は
、
初
め
て
鉄
道

で
瀬
戸
内
経
済
圏
と
直
結
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
１
９
２
３

(

大
正
12)

年
５
月
、
北
線
の

琴
平
〜
讃
岐
財
田
間
が
開
通
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
次

い
で
24
年
３
月
、
高
知
線
の
須
崎
〜
日
下
間
が
開
通
し

た
。
さ
ら
に
、
工
事
の
進
展
に
伴
い
部
分
開
通
し
、
高

知
線
で
は
24
年
３
月
、
須
崎
〜
日
下
間
、
同
年
11
月
に

は
高
知
ま
で
、
25
年
12
月
に
土
佐
山
田
ま
で
開
通
し
た
。

南
線
は
土
佐
山
田
〜
角
茂
谷
間
が
30

(

昭
和
５)

年
６

月
、
大
杉
ま
で
が
32
年
12
月
、
豊
永
ま
で
が
34
年
10
月

開
通
し
た
。
北
線
は
讃
岐
財
田
〜
佃
間
が
、
29
年
４
月
、

佃
〜
三
縄
間
が
31
年
９
月
に
開
通
、
最
後
の
三
縄
〜
土

佐
岩
原
間
の
開
通
が
待
た
れ
て
い
た
。

以
下
、
高
知
線
、
南
線
、
北
線
の
順
に
工
事
経
過
を

｢

日
本
鉄
道
請
負
業
史

大
正
・
昭
和

(

前
期)

編｣

、

｢

日
本
国
有
鉄
道
百
年
史｣

な
ど
を
参
考
に
要
約
し
た
。
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高
知
線
は
７
・
９
３
７
㎞
。
ト
ン
ネ
ル
は
３
カ
所
、

総
延
長
２
２
１
６
・
９
ｍ
で
、
そ
の
う
ち
の
最
長
は
斗

賀
野
ト
ン
ネ
ル(

延
長
１
９
５
３
ｍ)

、
橋
梁
は
56
カ
所
、

総
延
長
９
５
７
・
５
ｍ
で
、
そ
の
う
ち
の
最
長
は
仁
淀

川
橋
梁

(

橋
長
３
９
６
・
８
ｍ)

。
土
工
は
１
２
９
万
１

９
０
７
�
、
建
設
費
は
７
１
４
万
３
５
１
９
円
、
１
㎞

当
た
り
12
万
３
３
７
６
円
で
あ
っ
た
。
須
崎
、
吾
桑
、

斗
賀
野
、
佐
川
、
西
佐
川
、
土
佐
加
茂
、
日
下
、
伊
野
、

朝
倉
、
旭
、
高
知
、
土
佐
一
宮
、
土
佐
大
津
、
後
免
、

土
佐
山
田
の
15
駅
が
設
け
ら
れ
た
。

高
知
線
最
長
の
第
２
工
区
の
斗
賀
野
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
は
、
須
崎
、
高
知
両
方
向
か
ら
着
手
し
た
。
同
ト
ン

ネ
ル
は
、
高
知
方
に
向
か
っ
て
１
０
０
０
分
の
25
の
上

り
片
勾
配
な
の
で
、
逆
勾
配
と
な
る
高
知
方
は
、
排
水

に
悩
み
３
０
０
ｍ
で
中
止
、
専
ら
須
崎
方
か
ら
削
岩
機

を
使
い
施
工
し
た
。
穹
拱
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
を
、

側
壁
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
お
よ
び
粗
石
を
使
用
し
て

畳
築
を
行
っ
た
。
地
質
は
粘
板
岩
と
砂
岩
で
粘
土
を
は

さ
み
湧
水
が
多
く
、
そ
の
う
え
掘
削
が
進
む
に
つ
れ
湧

水
が
激
増
し
、
土
圧
が
増
し
肌
落
ち
が
続
出
し
た
た
め

支
保
工
の
補
強
や
復
旧
に
手
間
取
り
、
さ
ら
に
完
工
間

際
に
な
っ
て
崩
壊
埋
没
事
故
も
起
き
た
。

工
事
用
の
諸
材
料
は
県
道
を
利
用
し
て
運
搬
し
、
県

道
と
ト
ン
ネ
ル
の
間
の
約
１
・
６
㎞
は
、
軽
便
線
を
敷

設
し
て
馬
力
に
よ
っ
て
運
搬
し
た
。

第
２
工
区
の
工
期
は
、
４
年
の
予
定
だ
っ
た
が
、
第

１
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
の
変
動
に
よ
る
物
価
、
賃
金

の
高
騰
と
労
務
者
の
不
足
、
さ
ら
に
同
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
難
航
で
遅
れ
、
起
工
以
来
５
年
８
カ
月
の
歳
月
を
要

し
て
完
工
し
た
。

第
５
工
区
の
高
知
停
車
場
の
盛
土
は
、
土
取
場
が
遠

く
機
関
車
土
工
で
施
工
し
た
。
咥
内
橋
梁

(

鈑
桁
径
間

９
・
７
ｍ)

は
、
土
佐
電
鉄
後
免
線
と
の
立
体
交
差
の

た
め
の
陸
橋
で
あ
っ
た
。

第
７
工
区
で
も
、
土
取
場
が
遠
距
離
の
た
め
、
僅
か

２
万
４
０
０
０
�
に
対
し
て
機
関
車
土
工
を
し
た
。
そ

の
た
め
に
盛
土
の
単
価
が
、
当
時
の
平
均
１
�
当
た
り

75
銭
の
２
倍
に
近
い
１
円
45
銭
と
な
っ
た
が
、
機
械
化

施
工
で
能
率
が
上
が
り
20
日
も
早
く
完
工
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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土
讃
南
線
は
延
長
40
・
５
４
８
㎞
。
北
線
は
延
長
55
・

９
９
５
㎞
。
南
北
合
わ
せ
、
ト
ン
ネ
ル
は
１
０
３
カ
所
、

総
延
長
19
・
８
０
５
㎞
、
そ
の
う
ち
最
長
は
南
線
で
は

第
２
工
区
の
甫
喜
山
ト
ン
ネ
ル

(

１
２
５
４
ｍ)

、
北
線

で
は
第
６
工
区
の
猪
ノ
鼻
ト
ン
ネ
ル

(

３
８
４
５
ｍ)

。

橋
梁
は
１
２
９
カ
所
、
総
延
長
５
・
３
４
１
㎞
、
最
長

は
南
線
で
は
第
６
工
区
の
福
井
谷

(

鈑
桁
径
間
12
・
９

ｍ
10
連
、
８
・
２
ｍ)

、
北
線
で
は
第
８
工
区
の
吉
野
川

橋
梁

(

鈑
桁
径
間
19
・
２
ｍ
16
連
、
構
桁
径
間
62
・
４

ｍ
４
連)

。
ま
た
吉
野
川
沿
い
に
山
岳
地
帯
を
縫
っ
て
南
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下
す
る
た
め
数
多
く
の
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
が
施
工
さ
れ
、

北
線
第
14
工
区
の
阿
波
赤
野
〜
土
佐
岩
原
間
延
長
５
・

８
４
９
㎞
に
は
ト
ン
ネ
ル
19
、
主
な
橋
梁
22
を
数
え
る
。

な
お
北
線
の
佃
〜
池
田
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
島
線
の

既
設
線
を
組
み
入
れ
て
お
り
、
工
事
区
間
総
延
長
と
琴

平
〜
土
佐
山
田
間
の
路
線
総
延
長
と
は
一
致
し
な
い
。

ま
た
、
近
年
、
路
線
改
良
、
路
線
変
更
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
現
行
運
行
距
離
と
も
一
致
し
な
い
。

新
設
停
車
場
は
、
琴
平
、
塩
入
、
讃
岐
財
田
、
箸
蔵
、

阿
波
池
田
、
三
縄
、
祖
谷
口
、
阿
波
川
口
、
西
宇

(

現

在
の
小
歩
危)

、
阿
波
赤
野

(
現
在
の
大
歩
危)

、
土
佐

岩
原
、
豊
永
、
大
田
口
、
土
佐
穴
内
、
大
杉
、
角
茂
谷
、

雨
坪

(

現
在
の
繁
藤)

の
17
カ
所
、
建
設
費
総
額
は

２
４
３
３
万
１
７
５
０
円
で
、
１
㎞
当
た
り
は
25
万

２
０
０
０
円
余
り
と
な
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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南
線
第
１
工
区
の
土
佐
山
田
〜
平
山
間
は
、
大
部
分

が
山
岳
地
帯
の
た
め
曲
線
が
多
く
、
勾
配
も
一
部
を
除

い
て
１
０
０
０
分
の
25
の
急
勾
配
で
あ
っ
た
。
土
工
の

う
ち
、
切
り
取
り
の
最
深
は
18
ｍ
、
総
数
量
24
万

８
９
０
０
�
、
盛
土
の
最
高
23
ｍ
、
総
数
量
34
万
７
６
０

�
に
達
し
た
。

ま
た
、
新
楠
ト
ン
ネ
ル

(

２
２
９
・
３
ｍ)

は
、
地

質
が
石
墨
片
岩
、
石
英
片
岩
、
砂
岩
で
、
山
田
口
か
ら

約
１
５
０
ｍ
の
地
点
か
ら
岩
質
が
堅
く
な
り
工
事
の
進

行
が
止
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
削
岩
機
を
使
用
し
て
１

日
平
均
約
１
・
５
ｍ
の
速
度
で
掘
削
し
た
。
ま
た
、
第

一
無
暮
野
ト
ン
ネ
ル
は
、
延
長
は
わ
ず
か
１
３
４
・
８

ｍ
で
あ
っ
た
が
、
地
質
が
全
般
的
に
も
ろ
い
石
墨
片
岩

と
蛇
紋
岩
で
あ
っ
た
た
め
、
支
保
工
が
強
大
な
地
圧
を

受
け
、
増
柱
や
そ
の
他
の
手
当
を
施
し
て
も
効
果
が
な

く
、
大
立
、
第
三
柱
な
ど
が
傾
斜
、
湾
曲
し
た
。
こ
の

た
め
、
さ
ら
に
増
柱
を
し
て
上
部
は
逆
合
掌
で
受
け
逆

巻
き
施
工
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
崩
壊
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

第
一
無
暮
野
ト
ン
ネ
ル
以
上
の
難
工
事
だ
っ
た
の
が

第
７
工
区
の
粟
生
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
延
長
は
31
ｍ
と

短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
掘
削
個
所
は
、
南
線
区
間
で

最
も
地
質
が
悪
く
風
化
し
た
石
墨
片
岩
と
絹
雲
母
片
岩

が
ほ
と
ん
ど
粘
土
化
し
て
、
膨
張
性
に
富
ん
で
い
た
。

こ
の
た
め
側
壁
と
穹
拱
は
１
０
０
〜
１
３
０
㎝
の
二
重

巻
き
と
し
、
内
側
は
70
㎝
の
ブ
ロ
ッ
ク
巻
き
で
、
そ
の

上
部
を
さ
ら
に
30
〜
60
㎝
厚
で
巻
き
立
て
、
な
お
、
40

〜
50
㎝
の
仰
拱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工
し
た
。
ま
た
、

多
少
移
動
の
傾
向
が
あ
っ
た
う
え
に
坑
内
に
湧
水
が
あ
っ

た
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工
に
は
速
硬
性
セ
メ
ン
ト

を
使
用
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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北
線
第
３
工
区
乙
〜
第
６
工
区
に
は
、
戸
川(

３
２
８

ｍ)
、
猪
ノ
鼻

(

３
８
４
５
ｍ)

、
坪
尻

(

２
９
６
ｍ)

の
３
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
直
轄
施
工
さ
れ
た
。
猪
ノ
鼻
ト

ン
ネ
ル
は
、
前
述
し
た
通
り
、
全
区
間
を
通
じ
て
最
長

の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。｢

単
線
隧
道
中
間
型｣

断
面
を
採

用
、
１
９
２
３

(
大
正
12)

年
８
月
、
導
坑
掘
削
に
着

手
、
途
中
、
関
東
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
施
工
進
度

が
鈍
っ
た
が
、
琴
平
発
電
所
の
完
成
に
伴
い
、
25
年
３

月
ご
ろ
か
ら
工
事
は
次
第
に
活
気
を
取
り
戻
し
翌
26
年

６
月
導
坑
が
貫
通
し
、
27
年
３
月
完
工
し
た
。

砂
岩
・
頁
岩
な
ど
の
岩
質
が
比
較
的
堅
く
支
保
工
を

施
工
し
た
個
所
は
少
な
か
っ
た
が
、
導
坑
１
㎞
付
近
は

湧
水
が
最
も
多
く
困
難
を
き
わ
め
た
。
掘
削
総
数
量
は

10
万
２
１
７
２
�
で
、
畳
築
総
量
は
１
万
６
１
４
０
�

に
達
し
た
。

ま
た
、
岩
質
が
比
較
的
良
好
で
、
強
力
な
支
保
工
を

必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
戸
川
口
に
お
い
て
日

本
式
掘
削
法
を
ベ
ン
チ
式
に
、
坪
尻
口
は
上
部
開
削
式

５
段
掘
か
ら
が
、
上
部
開
削
式
２
段
掘
に
改
め
た
。

全
区
間
を
通
じ
て
最
長
の
吉
野
川
橋
梁

(

第
８
工
区)

は
、
鈑
桁
径
間
19
・
２
ｍ
16
連
、
構
桁
径
間
62
・
４
ｍ

４
連
で
、
全
長
５
７
２
ｍ
。
基
礎
に
は
井
筒
中
埋
め
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工
し
た
が
、
玉
石
混
り
砂
利
の
た
め

井
筒
の
沈
下
量
が
１
日
15
㎝
以
下
と
少
な
か
っ
た
う
え
、

施
工
中
に
数
度
に
わ
た
り
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
難
航
し

た
。第

14
工
区
の
阿
波
赤
野
〜
土
佐
岩
原
は
、
高
知
・
徳

島
県
境
の
山
嶽
地
帯
。
延
長
５
・
８
４
９
㎞
に
ト
ン
ネ

ル
19
、
主
な
橋
梁
だ
け
で
22
が
集
中
し
て
い
る
。
ト
ン

ネ
ル
の
地
質
は
、
緑
泥
片
岩
と
絹
雲
母
片
岩
で
こ
と
に

絹
雲
母
片
岩
に
は
節
理
が
多
く
、
掘
削
中
に
崩
壊
事
故

を
起
し
た
。
中
で
も
鵜
之
石

(

１
３
９
ｍ)

、
有
瀬

(

86

ｍ)

の
両
ト
ン
ネ
ル
は
特
に
地
質
が
悪
く
施
工
が
困
難

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
榎
橋
梁
付
近
の
切
取
部
で
は
人
家
に
危
険
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
約
４
０
０
ｍ
間
に
わ
た
っ

て
線
路
を
変
更
し
た
。
こ
の
た
め
半
径
２
０
０
ｍ
、
緩

和
曲
線
25
ｍ
を
挿
入
し
た
。

(

次
号
に
続
く)

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用
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１
８
６
０

(

万
延
元)

年
２
月
土
佐
藩
家
老
・
伊
賀
家
の
上
級
家
臣
だ
っ
た
竹
内
綱
の
長
男

と
し
て
、
幡
多
郡
宿
毛
郷

(

現
宿
毛
市)

に
生
ま
れ
る
。

父
・
綱
は
、
戊
辰
戦
争
の
際
、
東
征
軍
に
従
軍
、
戦
功
を
立
て
た
。
維
新
後
、
官
界
入
り
し

た
が
、
後
、
実
業
界
に
転
じ
、
板
垣
退
助
、
片
岡
健
吉
、
林
有
造
ら
の
自
由
民
権
運
動
の
有
力

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
、
１
８
９
０

(

明
治
23)

年
７
月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
衆
議
院
選
挙
で
、

１
区

(

土
佐
・
長
岡
郡)

か
ら
当
選
し
た
。
一
方
、
実
業
人
と
し
て
は
、
朝
鮮
の
鉄
道
会
社
、

炭
坑
事
業
な
ど
を
経
営
し
た
。
ワ
ン
マ
ン
首
相
・
吉
田
茂
は
、
横
浜
の
生
糸
商
吉
田
家
に
養
子

に
出
し
た
綱
の
４
男
で
、
明
太
郎
の
異
母
弟
で
あ
る
。

明
太
郎
は
、
10
歳
の
と
き
父
に
従
っ
て
大
阪
に
出
て
、
岩
崎
英
学
塾
に
入
門
。
さ
ら
に
上
京

し
て
中
村
啓
宇
の
同
文
社
、
中
江
兆
民
の
仏
学
塾
に
学
ぶ
。
そ
の
後
、
父
を
助
け
て
、
１
８
８

６
年
、
佐
賀
県
芳
谷
炭
坑
の
経
営
に
乗
り
出
し
、
１
８
９
４
年
東
京
に
竹
内
鉱
業
株
式
会
社
を

設
立
、
取
締
役
と
し
て
専
ら
事
業
運
営
に
当
た
る
。

１
９
０
２
年
に
は
、
石
川
県
遊
泉
寺
銅
山
を
買
収
し
、
非
凡
な
経
営
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
日

本
有
数
の
鉱
山
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
。
経
営
す
る
鉱
山
の
付
帯
設
備
と
し
て
、
１
９
０
６

(

明

治
39)

年
九
州
に
唐
津
鉄
工
所
、
１
９
１
４

(

大
正
３)

年
に
石
川
県
に
小
松
鉄
工
所
を
設
立

し
て
鉱
山
機
械
、
自
家
用
工
作
機
械
の
製
作
を
行
い
、
経
営
は
極
め
て
順
調
で
あ
っ
た
。

明
太
郎
は
、
鉱
山
資
源
は
有
限
で
、
掘
り
尽
く
さ
れ
た
ら
廃
鉱
に
な
る
こ
と
を
考
え
、
機
械

工
業
の
発
展
が
国
力
の
増
強
に
つ
な
が
る
と
確
信
、
１
９
１
７
年
小
松
鉄
工
所
を
分
離
独
立
さ

せ
、
１
９
２
１
年
３
月
株
式
会
社
小
松
製
作
所
を
設
立
。
初
代
社
長
に
本
県
出
身
の
白
石
直
治

の
長
男
多
士
良
を
選
び
、
今
日
わ
が
国
を
代
表
す
る
世
界
的
な
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー

(

現
・
コ

マ
ツ)

へ
発
展
す
る
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

１
９
１
４
年
の
総
選
挙
に
高
知
か
ら
出
て
当
選
、
以
後
３
選
を
果
た
し
た
。

明
太
郎
は
か
ね
て
か
ら
日
本
の
工
業
水
準
、
科
学
技
術
向
上
の
た
め
に
、
私
立
工
科
大
学
設

立
の
構
想
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
大
隈
重
信
の
早
稲
田
大
学
が
創
立
25
周
年
記
念
に
理
工
科

設
置
を
計
画
し
た
も
の
の
、
資
金
と
教
授
陣
の
確
保
で
難
航
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ま

で
に
集
め
た
人
材
と
私
財
を
提
供
、
以
後
の
支
援
も
約
束
し
て
１
９
０
８
年
同
大
学
に
理
工
科

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
が
早
大
理
工
学
部
の
起
源
で
あ
る
。
土
木
工
学
科
も
ス
タ
ー
ト
時
、

１
回
だ
け
学
生
募
集
し
た
が
、
後
、
中
止
し
た
。
早
大
土
木
工
学
科
の
第
１
回
卒
業
生
が
出
た

の
は
１
９
４
５

(

昭
和
20)

年
で
あ
る
。

大
学
教
育
と
並
行
し
て
、
現
場
に
精
通
し
た
技
術
者
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、

１
９
１
２
年
高
知
市
に
父
竹
内
綱
を
設
立
者
と
す
る
５
年
制
の
私
立
高
知
工
業
学
校
を
創
立
し

た
。
同
校
は
１
９
２
３
年
県
立
に
移
管
さ
れ
て
県
立
高
知
工
業
学
校
と
な
り
、
高
知
県
の
産
業

教
育
に
貢
献
し
て
い
る
。

１
９
２
８
年
肺
炎
の
た
め
死
去
。
68
歳
。

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用



�������	
��

��

��

�
�
�
�
�
�
�

わ
が
国
は
、
誰
で
も
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
生
活

や
健
康
に
関
す
る
心
配
ご
と
に

つ
い
て
も
関
連
す
る
制
度
が
あ

り
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
有
し

て
い
る
。

年
１
兆
円
ペ
ー
ス
で
増
え
続

け
る
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど

社
会
保
障
費
の
抑
制
に
は
、
痛

み
を
伴
う
改
革
が
避
け
ら
れ
な

い
。

	
�
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政
府
は
、
社
会
保
障
の
充
実
・

安
定
化
と
、
そ
の
た
め
の
安
定

財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
を
同

時
達
成
す
る
た
め
の

｢

社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革｣

を
行
う

｢
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法｣

が
平
成
24
年
８
月
議
員
立
法
に

よ
り
成
立
し
た
。

そ
の
道
筋
を
示
し
た

｢

プ
ロ

グ
ラ
ム
法｣

が
平
成
25
年
12
月

の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
。
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
の
要
旨
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

１�

少
子
化
対
策

①

子
ど
も
の
教
育
・
子
育

て
支
援
事
業

②

保
育
緊
急
確
保
事
業

③

児
童
養
護
施
設
の
環
境

整
備

２�

持
続
可
能
な
医
療
制
度

①

国
民
健
康
保
険
の
財
政

支
援

②

国
保
の
財
政
運
営
を
都

道
府
県
が
担
う

③

国
保
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
、
低
所
得
者
の

保
険
料
負
担
軽
減

④

高
齢
者
医
療
へ
の
支
援

金
で

｢

総
報
酬
割｣
(

健

康
保
険
組
合
加
入
者
の
年

収
に
応
じ
た
形
に
改
め
る)

の
全
面
導
入

⑤

70
〜
74
歳
の
医
療
費
窓

口
負
担
と
高
額
療
養
費
制

度
の
見
直
し

３�

介
護
保
険
制
度

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
確
保

①

在
宅
の
医
療
と
介
護
の

連
携
強
化

②

認
知
症
に
関
す
る
施
策

③

地
域
支
援
事
業
の
見
直

し
④

高
所
得
の
あ
る
人
の
自

己
負
担
の
見
直
し

⑤

補
足
給
付
の
支
給
案
件

に
、
資
産
の
勘
案

⑥

低
所
得
者
の
１
号
保
険

料

(

65
歳
以
上
の
人)

の

軽
減

４�

公
的
年
金
制
度

公
的
年
金
制
度
に
は
、

積
み
立
て
方
式
と
賦
課
方

式
と
が
あ
り
、
積
み
立
て

方
式
は
、
現
役
時
代
に
積

み
立
て
、
老
後
に
受
け
取

る
仕
組
み
で
あ
る
。
賦
課

方
式
は
現
在
採
用
さ
れ
て

お
り
、
現
役
の
人
が
払
い

込
ん
だ
金
を
現
在
の
高
齢

者
に
支
給
す
る
仕
組
み
で

あ
り
、｢

世
代
間
扶
養｣

が
実
現
で
き
る
。

①

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

に
基
づ
く
年
金
給
付

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

と
は
、
そ
の
と
き
の
社
会

情
勢

(

働
く
人
の
現
役
人

口
の
減
少
や
そ
の
と
き
の

平
均
余
命
の
伸
び)

に
合

わ
せ
て
、
年
金
の
給
付
水

準
を
自
動
的
に
調
整
す
る

仕
組
み
を
い
う
。

�
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少
子
化
対
策
に
つ
い
て

男
性
の
家
事
・
育
児
が
少
な

い
こ
と
が
少
子
化
の
原
因
の
一

つ
と
さ
れ
、
国
で
は
、
２
０
２
０

年
ま
で
の
少
子
化
対
策
の
指
針

と
な
る
大
綱
を
ま
と
め
、
育
児

へ
の
男
性
の
参
加
を
促
し
て
い

る
。

２
０
１
５
年
の
予
算
案

で
は
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
整
備
を
行
い
、
子
育
て
支
援

と
し
て
保
育
所
の
増
設
や
職
員

の
待
遇
改
善
に
よ
る
人
材
育
成

が
可
能
な
魅
力
あ
る
職
場
を
整

備
す
る
。

持
続
可
能
な

医
療
制
度
に
つ
い
て

高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
増

え
て
く
る
社
会
保
障
支
出
が
、

第
一
線
を
退
職
し
た
団
塊
の
世

代
に
も
移
っ
て
く
る
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
に
近
づ
き
、
保
険

料
負
担
の
増
加
も
続
い
て
い
く
。

社
会
保
障
支
出
の
伸
び
を
抑

え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
健
康
な

後
期
高
齢
者
と
し
て
、
病
気
の

予
防
や
定
期
的
な
予
防
受
診
に

努
め
、
医
療
費
の
節
約
に
つ
な

が
る
よ
う
な
生
活
が
必
須
に
な

る
。介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を

��
��
��
��
��
��
��
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必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
日

常
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
治

療
や
介
護
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

に
必
要
な
負
担

(

費
用
、
施
設

の
利
用
等)
を
社
会
全
体
で
支

援
す
る
た
め
の
保
険
制
度
で
あ
る
。

わ
が
国
の
介
護
保
険
は
、
ド

イ
ツ
の
保
険
を
モ
デ
ル
と
し
て

平
成
12
年

(

２
０
０
０
年)
に

つ
く
ら
れ
、
５
年
ご
と
の
制
度

の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
を
詳
し
く
知

る
た
め
に
は
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
の
学
習
が
必
要
に
な
る
。

①

介
護
保
険
法
の
制
定
さ

れ
た
歴
史
的
背
景

②

制
度
の
理
論
と
組
み
立
て

③

給
付
に
つ
い
て

④

サ
ー
ビ
ス
と
利
用
の
仕
方

⑤

要
介
護
認
定
の
解
説

⑥

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己

負
担
額
に
つ
い
て

⑦

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

⑧

少
子
高
齢
社
会
の
見
通
し

⑨

民
間
に
も
あ
る
介
護
保
険

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て

公
的
年
金
制
度
は
、
加
齢
な

ど
に
よ
る
稼
働
力
の
低
下
・
減

退
に
備
え
る
た
め
の
社
会
保
険

制
度
と
な
る
。

現
役
世
代
は
全
て
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、
現
役
の

人
が
払
い
込
ん
だ
金
か
ら
、
基

礎
年
金
と
し
て
給
付
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
国
民
年
金

(

基
礎
年
金)

は
、
自
営
業
者
、
会
社
員
、
公

務
員
や
下
図
の
よ
う
に
第
２
号

被
保
険
者

(

図
に
記
入
さ
れ
て

い
る)

の
被
扶
養
配
偶
者
が
含

ま
れ
、
下
図
の
１
階
部
分
に
相

当
す
る
。

会
社
員
や
公
務
員
は
、
こ
れ

に
加
え
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
、
基
礎
年
金
の
上
乗

せ
と
し
て
所
得
比
例
年
金
の
給

付
を
受
け
る
。
下
図
の
２
階
部

分
に
相
当
す
る
。

職
域
加
算
部
分

(

３
階
部
分)

に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
に
加

え
て
、
私
的
年
金
の
積
み
増
し

に
よ
り
、
年
金
受
給
額
を
増
や

し
た
い
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
は
失
わ
れ
た

20
年
と
い
わ
れ
、
長
引
く
不
況

の
下
で
企
業
の
社
会
的
責
任
が

問
わ
れ
、
公
的
年
金
制
度
の
円

滑
な
運
営
も
困
難
に
な
り
、
職

域
加
算
部
分

(

３
階
部
分)

の

業
務
を
廃
止
し
、
新
た
な
方
向

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�
�
�
�
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自
民
党

雇
用
の
拡
大
と
賃
金
の

質
に
よ
る
所
得
増
大

公
明
党

消
費
税
の
軽
減
と
奨
学

資
金
の
拡
充

民
主
党

人
へ
の
投
資
、
低
年
金

者
へ
の
付
加
給
付

維
新
の
党

減
反
を
廃
止
し
て
、
農

業
の
新
規
参
入
の
拡
大

共
産
党

富
裕
層
や
大
企
業
優
遇

を
改
め
消
費
税
を
少
な
く

す
る
。
労
働
時
間
の
短
縮

と
雇
用
の
拡
大

そ
の
他
の
党
省
略

い
ず
れ
の
党
も
景
気
を

良
く
す
る
た
め
、
雇
用
に

関
す
る
規
制
緩
和
を
図
り
、

ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン

(

景

気
の
良
い
企
業
の
保
留
し

て
い
る
マ
ネ
ー
の
流
れ
が

上
か
ら
し
た
た
り
、
中
小

企
業
が
そ
の
恩
恵
に
浴
す

る)

で
き
る
よ
う
に
し
、

社
会
全
体
が
潤
う
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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子
育
て
、
医
療
、
介
護
な
ど
の

充
実
に
つ
い
て

①

支
出
を
ど
う
抑
え
る
か
。

ま
た
、
公
的
年
金
額
の
伸

び
を
物
価
や
賃
金
の
伸
び

よ
り
抑
え
る

｢

マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド｣

が
検
討
さ

れ
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

②

高
年
金
高
齢
者
の
一
定

額
以
上
の
者
は
、
保
険
料

を
上
げ
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

③

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

(

社
会

保
障
と
税
の
共
通
番
号)

を
活
用
し
、
全
て
の
面
で

｢

見
え
る
化｣

を
図
る
よ
う

に
す
る
。

④

社
会
共
通
資
本
の
理
念

に
立
ち
、
互
助
、
共
助
で

は
賄
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ

を
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
す
よ
う
に
す
る
。
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８月３日に ｢第２回 新入若手社員向け研修会｣､ ９月４日に ｢第３回

新入若手社員向け研修会・ウエルカム会｣ を開催しました｡

８月３日に開催した ｢第２回 新入若手社員向け研修会｣ では､ 会員企

業から48名参加がありました｡

午前の部がラダー経営ネットワークの坂本力社長より ｢若手社員フォロー

アップ研修｣ として､ 社会人としての基本動作の修得やディスカッション

について､ 相互交流しながら勉強しました｡ 午後からは､ 当協会の川上勲

夫常務理事が講師となり ｢ミニドラマで学ぶ建設業法｣ と題して､ 建設業

法遵守ガイドラインなどについて説明しました｡ また､ 高知工業高校の山

岡稔幸教諭が講師の ｢社会人基礎研修②｣ では､ 人はなぜ仕事をするのか､

何を目標にすればよいのか､ あいさつの意義などを勉強しました｡

９月４日に開催した ｢第３回 新入若手社員向け研修会｣ では､ 42名の

参加があり､ 午前の部は高知工業高校の山岡稔幸教諭による ｢社会人基礎

研究③｣ の研修がありました｡ その中で山岡氏は､ いままで建設現場で働

いてきた社会人としての経験とこれまでの研修の成果を振り返り､ 地域や

社会､ 企業などに貢献できる人間とは何かをもう一度考え直してみるよう

問いかけました｡ 午後からはラダー経営ネットワークの坂本力社長が ｢コ

ミュニケーション研修｣ を行い､ 相手と信頼関係を築き､ 本音を聞き出す

聴き方など説明､ 心をつかむように話すことをポイントに会話力と表現力

の向上を勉強しました｡

また､ ｢第３回 新入若手社員向け研修会｣ 後には､ 当協会青年部が主催

した ｢ウェルカム会｣ (フットサル大会) を開催｡ 青年部､ 新入・若手社

員が一緒になり､ ３チームに分かれて汗を流しました｡ このウエルカム会

は､ 建設業界の厳しい経営環境で若手職員の入職が激減し､ 身近な相談相

手となる先輩職員が少なくなった現状に鑑み､ 同世代間の交流を深め､ 世

代間の絆を築くことを目的として青年部連合会が昨年から取り組んでいる

事業の一つです｡

��������������� !"#$%

高知県より当協会が受託した ｢雇用環境改善研修｣ を８月31日か

ら９月２日まで県下４会場 (安芸・幡多・須崎・高知) で開催しま

した｡

研修では､ 建設経営サービスの手島伸夫氏が講師となり､ 一般建

設業の雇用管理と ｢職場を活性化する人間関係論｣ をテーマとして､

建設業の現状と雇用環境改善などの説明がありました｡
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―協会内に事務所を開設､ 労務委員会が支援―

建設労働者緊急育成支援事業は､ 未就職者などを対象に無料で建設技能訓練を実施し､ 就職支援するものです｡

本年度､ 一般財団法人建設業振興基金が厚生労働省より事業を受託し､ 各地域の業界団体の協力を得て地方拠点が

順次開設されています｡

当協会では､ 会員企業等の技能労働者確保等を目的に､ 高知県拠点の設置・運営を支援することとしております｡

支援内容は､ 協会内事務所の一部を拠点事務所に提供､ 未就業者の建設技能訓練や就職斡旋などで､ その運営に

ついて当協会労務委員会が協力することとしています｡

高知県拠点は11月から訓練生の募集を開始し､ 12月中旬から１月にかけて訓練を実施予定です｡

����� !"#�$%&'()*+,-./0�1234567

訓練概要 (予定)

12月中旬から１月にかけて次の訓練を予定しています｡

建設業基礎､ 安全衛生､ 型枠､ 測量､ 鉄筋､ 玉掛け､ 小型移動式クレーン､ 小型車両 (整地) (下線は資格取得

訓練)

組織体制

1� 当協会事務所内に建設業振興基金直営の事業事務所及び無料職業紹介所を開設し､ 専属職員１名を配置する｡

2� 本県地方拠点の事業推進は､ 建設業振興基金の本部 (東京) が統括し､ 本県専属職員 (１名) が実務を執行

する｡

3� 当協会が次の体制により､ 事業計画立案及び訓練機関や会員企業とネットワークを構築する等の支援を行う｡

① 本県地方拠点事業の支援は高知県建設業協会労務委員会 (土木部会) が統括する｡

② 高知県建設業協会労務委員会に担当委員を置き､ 支援事業について労務委員長を補佐するとともに､ 本県

地方拠点事業全般について助言を行う｡

③ 高知県建設業協会の職員１名を支援職員として置き､ 本県地方拠点専属職員のサポート及び支援事業の事

務を行う｡

(組織イメージ)



 名事工 者業工施

 事工金付交全安・ 災防線戸船川窪道県 ㈱設建木青

 事工山治旧復又タ二 組部礒㈲

 事工策対潮高震地外川分国 ㈱設建交入

 事工金付交全安・ 災防号123道国 ㈱業工スセクサ

 事工金付交合総備整 本資会社号934道国 設建橋高㈲

 名事工 者業工施

 事工良改路道線川窪津興道県 組田生 社会式株

 事工策対壊崩地斜傾急田宮 社会式株 設建座豚

 事工良改路道線原梼平中道県 社会式株 設建井岩

 事工修改川河域広川利半奈 設建下木 社会限有

新進・大谷 特定建設工事共同企業体 高知新港臨海土地造成工事 

大旺新洋・三谷組 特定建設工事共同企業体 野根漁港水産生産基盤整備工事 

 事工金付交全安・ 災防線島三予伊知高道県 設建重長 社会式株

 事工策対壊崩地斜傾急山中 設建村西 社会限有

 事工修改川河域広川田神 業工設建士富 社会式株

 事工山治旧復瀬弘 組木森 社会限有

 事工トンメジネマクットス 盤基産水港漁佐宇 生龍 社会式株
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高知県は９月25日､ 県庁正庁ホールにて ｢平成27年度高知県優良建設工事施工者表彰式｣ を実施し､ 高知県知事

賞として５社､ 優良賞として11社が表彰されました｡

受賞者の皆様､ おめでとうございます｡

各施工受賞者と工事名は以下の通りです｡
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実施状況は次の通りです｡ ご協力いただいた皆様ありがとうございました｡

参加者：土木科２年４名

実施日：平成27年８月26日～28日 (３日間)

支部名 受入企業 生徒数 

高知 

 名１ ㈱山西洋新西関

 名１ ㈱設建進新

 名１ ㈱わきと工須

 名１ 設建碕尾㈲ 北吾高
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一般社団法人高知県建設業協会の概要
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Ｑ：二重枠の文字を組み合わせ

て漢字2文字の熟語を完成させ

てください｡

ヒント：高知にある四国88ヶ所

のお寺です｡

Ｑ：二重枠の文字を組み合わせ
て言葉を完成させてください｡

ヒント：東ヨーロッパの国｡ 世
界遺産には聖ソフィア大聖堂､
名物料理にはボルシチがある｡

1 9 10 11

6

2 12 13 7 16

3

8 17

4 15 914

5
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二重枠の文字を組み合わせて言
葉を完成させてください｡

問
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(ヨコのカギ)
① ソーシャル・ネットワーキング・サービ
スの一つ｡ 名前の由来は､ アメリカ合衆国
の一部の大学が学生間の交流を促すために
入学した年に提供している本の通称｡
② 弓なりに曲がること｡
③ いろいろと種類の違ったものがあること｡
また､ そのさま｡
④ 麻雀用語の一つ｡ 字牌と老頭牌の名称を
表す言葉｡
⑤ 他人に対する愛想のよい言葉｡ 人に気に
入られるような上手な口ぶり｡
⑥ 思いがけないこと｡ 意外｡ 不意｡
⑦ ものがある所｡ ものがあるべき場所｡ ま
た､ ある場所を占めること｡

(タテのカギ)
① 1982年５月15日生まれ埼玉県出身の俳優｡
主な作品にバトル・ロワイアル､ デスノー
ト､ カイジがある｡
⑧ 1951年３月21日生まれ東京都出身の俳優｡
ドラマ ｢北の国から｣ では､ 北村 草太役を
演じていた｡
⑨ 中古本販売チェーン｡ 新古書店の草分け
的存在で､ 業界の最大手｡
⑩ 戦国時代から江戸時代前期にかけての武
将・大名｡ 豊臣秀吉の側近として仕え､ 調
略や他大名との交渉などに活躍し､ 竹中重
治と双璧をなす秀吉の参謀と評され､ 後世
｢両兵衛｣ ｢二兵衛｣ と並び称された｡
⑪ 病気や怪我などがなおること｡
⑫ 春の七草の一つ｡ 水田で野菜として栽培｡

1 8 109

2

5 12

3 6

7 11

4
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(タテのカギ)
① 1904年から1905年にかけて朝鮮半島
と満州南部､ 日本海を主戦場として発
生した日本とロシア間の戦争｡
⑨ 英語で気体のこと｡ 日本語では当て
字で瓦斯とも表記する｡
⑩ ヒゲクジラ亜目の動物の上顎部に見
られる､ 繊維が板状となった器官
⑪ 安土桃山時代の天正10年６月27日に
開かれた､ 織田氏の継嗣問題及び領地
再分配に関する会議｡ ○○会議｡
⑫ 顔の上部で､ 眉と髪の生え際の間の
こと｡
⑬ 1980年代に､ ジャニーズ事務所から
デビューした４人編成のロックバンド｡
1993年６月30日付で解散｡ ヒット曲に
｢TIME ZONE｣ 等がある｡
⑭ 他の事に心が奪われて､ そのことに
注意が向かないこと｡ ○○の空｡
⑮ 流体やそれに類する物体が回転して
発生する螺旋状のパターンのこと｡
⑯ 単語を形態論的に分析した単位のう
ち最小のもので､ 基本的な意味を示す
もの｡
⑰ 大映 (現：角川映画) が1965年に公
開した特撮映画に登場する架空の怪獣
の名称｡ 東宝のゴジラシリーズと共に
日本の怪獣映画を代表する作品群｡

(ヨコのカギ)
① 学校に入学することを許可し､ その
お祝いをする式典のこと｡
② 北アメリカが起源の家畜 (特に牛や
馬) を使った伝統的なスポーツ｡
③ 1970年代後半から1980年代にかけて
日本長距離界をリードした三重県桑名
市出身の元陸上競技･マラソン選手｡
④ 不意に出あうこと｡ 偶然にめぐりあ
うこと｡
⑤ バラ科サクラ属の落葉高木｡ よく
似たイヌザクラとは､ 花序枝に葉がつ
く事などで区別できる｡
⑥ 細長く､ かつ何本か連なったものを
指す言葉｡
⑦ ナイジェリアの南西端のベニン湾岸
に位置する同国最大の大都市・港湾都
市で､ 旧首都｡ 市域人口ではアフリカ
最多でありエジプトの首都カイロと共
にアフリカでは世界の有数のメガシティ
である｡
⑧ 何らかの加工をほどこす前段階の､
元となる絵｡

(タテのカギ)
① 大阪市出身の演歌歌手｡ 代表曲に
流恋草､ 雨酒場､ 無言坂がある｡
⑧ カモ目カモ科の水鳥の総称｡ 大き
さはカモより大きく､ ハクチョウよ
り小さい｡ 宮城県の県鳥｡
⑨ ○○を切る｡ (意味：わざと知らな
いふりをする｡)
⑩ 東京都出身の俳優｡ 代表作に ｢松
川事件｣､ ｢新幹線大爆破｣､ ｢沈まぬ
太陽｣｡
⑪ 愛知県出身の元プロ野球選手｡ 2015
年７月現在､ 福岡ソフトバンクホー
クスの監督として指揮を執っている｡
⑫ 演劇の初日､ 映画の特別封切
⑬ ○○競馬場｡ 東京都品川区勝島に
ある地方競馬の競馬場で愛称は東京
シティ競馬｡
⑭ 大きくならないうちに消し止めた
火事｡ 小さな火事｡

(ヨコのカギ)
① 福岡県柳川市出身で佐渡ヶ嶽部屋
所属の現役大相撲力士｡ 2015年７月
現在､ 東大関である｡
② 大量の酒を飲んでもなかなか酔わ
ない人の事｡
③ 体色を変化させ､ 舌を伸ばして虫
を捕るなど､ 特異な爬虫類としてよ
く知られる｡
④ 同一の資産を担保として新規のロー
ンを組み､ 既存のローンを完済する
手続きのこと｡
⑤ 2000年に放送が開始したテレビ朝
日系でシリーズ化されている水谷豊
主演の刑事ドラマ｡
⑥ 高さ20～25ｍの大木になり40ｍを
超す個体もある落葉高木｡ 葉の鋸歯
は曲線的に葉先に向かう特徴的な形
であり､ 鋸歯の先端は尖っている｡
⑦ 船の通ったあと｡ 航跡｡
⑧ アニメーションやバラエティ番組
などでのその他大勢的な仕事のこと｡
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ニ ユ ガ ク シ キウ
スチ ジ ヨ

ロ デ オ ラ スゴ
セ コ ト シ ヒ コ

ゲ ン ガコン
ソ グ ウ メウ
ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ

コ ト シ ヨ ウ ギ ク
ツ ドウ ラ

ザ ル ア ボ ウイ
イ プ ケ ヤ キ
カ メ レ オ ン ミ
オ ミ オ ガ ヤ
リ フ ア イ ン スナ

1 9 10 11

2 5 14
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